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第
七
十
六
条
中
「
第
十
一
条
か
ら
」
を
「
第
十
一
条

本
文
、
第
十
二
条
か
ら
」
に
、「
第
十
一
条
、」を
「
第
十

一
条
本
文
、」に
、「
第
五
十
八
条
を
」
を
「
第
五
十
八
条

の
規
定
を
」
に
、「
第
十
一
条
中
「
治
験
機
器
」
と
あ
る

の
は
、」を
「
第
十
一
条
本
文
中
「
治
験
機
器
」
と
あ
る

の
は
」
に
、「
同
条
第
二
項
各
号
の
」
を
「
同
条
第
二
項

各
号
中
」
に
、「「
治
験
責
任
医
師
」
と
あ
る
の
は
「
当

該
製
造
販
売
後
臨
床
試
験
責
任
医
師
」
と
、
同
条
第
三

項
」
を「「
当
該
被
験
機
器
に
つ
い
て
初
め
て
治
験
の
計

画
を
届
け
出
た
日
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
被
験
機
器
に

係
る
医
療
機
器
の
製
造
販
売
の
承
認
の
際
に
厚
生
労
働

大
臣
が
指
定
し
た
日
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
治
験
機

器
概
要
書
」
と
あ
る
の
は
「
添
付
文
書
」
と
、
同
条
第

四
項
」
に
、「
第
五
十
七
条
見
出
し
」
を
「
第
五
十
七
条

の
見
出
し
」
に
、「
第
五
十
八
条
中
「
治
験
機
器
」
と
あ

る
の
は
「
盲
検
状
態
に
し
た
製
造
販
売
後
臨
床
試
験
機

器
」
を
「
第
五
十
八
条
の
見
出
し
中
「
治
験
機
器
の
」

と
あ
る
の
は
「
盲
検
状
態
に
し
た
製
造
販
売
後
臨
床
試

験
機
器
の
」
と
、
同
条
中
「
治
験
機
器
を
」
と
あ
る
の

は「
盲
検
状
態
に
し
た
製
造
販
売
後
臨
床
試
験
機
器
を
」

に
改
め
る
。

第
七
十
七
条
中
「
医
療
機
器
」
を
「
治
験
機
器
」
に

改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た

だ
し
、
第
一
条
の
規
定
、
第
二
条
中
医
療
機
器
の
臨
床

試
験
の
実
施
の
基
準
に
関
す
る
省
令
第
二
条
第
二
十

項
、
第
二
十
八
条
、
第
五
十
条
第
二
項
、
第
六
十
条
第

一
項
、
第
六
十
三
条
第
二
項
、
第
六
十
八
条
及
び
第
七

十
六
条
の
改
正
規
定
（「「
治
験
責
任
医
師
」
と
あ
る
の

は
「
当
該
製
造
販
売
後
臨
床
試
験
責
任
医
師
」
と
、
同

条
第
三
項
」
を「「
当
該
被
験
機
器
に
つ
い
て
初
め
て
治

験
の
計
画
を
届
け
出
た
日
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
被
験

機
器
に
係
る
医
療
機
器
の
製
造
販
売
の
承
認
の
際
に
厚

生
労
働
大
臣
が
指
定
し
た
日
」
と
、同
条
第
三
項
中「
治

験
機
器
概
要
書
」
と
あ
る
の
は
「
添
付
文
書
」
と
、
同

条
第
四
項
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。）並
び
に
附
則
第

四
条
の
規
定
は
、
平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
（
前
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定

に
つ
い
て
は
、
当
該
規
定
。
以
下
同
じ
。）の
施
行
前
に

実
施
さ
れ
た
又
は
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
実
施
さ

れ
て
い
る
医
療
機
器
の
臨
床
試
験
に
つ
い
て
は
、
第
一

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
薬
事
法
施
行
規
則
（
以
下

「
新
薬
事
法
施
行
規
則
」
と
い
う
。）及
び
第
二
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
後
の
医
療
機
器
の
臨
床
試
験
の
実
施
の

基
準
に
関
す
る
省
令
（
以
下「
新
基
準
省
令
」と
い
う
。）

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
治
験
実
施
計
画
書
（
医

療
機
器
の
臨
床
試
験
の
実
施
の
基
準
に
関
す
る
省
令
第

七
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
又
は
第
十
八
条
第
一
項

か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。）

又
は
製
造
販
売
後
臨
床
試
験
実
施
計
画
書
（
第
二
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
医
療
機
器
の
臨
床
試
験
の
実
施

の
基
準
に
関
す
る
省
令
第
七
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す

る
同
令
第
七
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
（
同
項
第
一

号
を
除
く
。）の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。）が
作

成
さ
れ
た
医
療
機
器
の
臨
床
試
験
（
前
条
に
該
当
す
る

も
の
を
除
く
。）に
つ
い
て
は
、
新
薬
事
法
施
行
規
則
又

は
新
基
準
省
令
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

（
厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
民

間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通

信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ

く
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情

報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
七
年

厚
生
労
働
省
令
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

別
表
第
二
医
療
機
器
の
臨
床
試
験
の
実
施
の
基
準
に

関
す
る
省
令
の
項
中
「
第
二
十
八
条
第
三
項
」
を
「
第

二
十
八
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

〇
内
閣
府

法
務
省
告
示
第
一
号

電
子
記
録
債
権
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
二
号
）
第

五
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
五
年
一

月
二
十
五
日
付
で
電
子
債
権
記
録
業
を
営
む
者
を
指
定
し

た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り

公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
八
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

一

商

号

株
式
会
社
全
銀
電
子
債
権
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

二

本
店
の
所
在
地

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目

三
番
一
号

〇
金
融
庁
告
示
第
三
号

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
・
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
・
カ
ン
パ
ニ
ー
・
リ
ミ
テ
ッ
ド
よ
り
保
険
業
法（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）

第
二
百
九
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
同
法
第
百
八
十
七
条
第
一
項
第
四
号
に
定
め
る
日
本
に
お
け
る
主
た
る
店

舗
の
変
更
）
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
八
日

金
融
庁
長
官

畑
中
龍
太
郎

日
本
に
お
け
る
主
た
る
店
舗
の
所
在
地

東
京
都
中
野
区
中
野
四
丁
目
一
〇
番
二
号

〇
金
融
庁
告
示
第
四
号

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ラ
イ
フ
・
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
・
カ
ン
パ
ニ
ー
・
リ
ミ
テ
ッ
ド
よ
り
保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律

第
百
五
号
）
第
二
百
九
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
同
法
第
百
八
十
七
条
第
一
項
第
四
号
に
定
め
る
日
本
に
お
け

る
主
た
る
店
舗
の
変
更
）
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
八
日

金
融
庁
長
官

畑
中
龍
太
郎

日
本
に
お
け
る
主
た
る
店
舗
の
所
在
地

東
京
都
中
野
区
中
野
四
丁
目
一
〇
番
二
号

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
七
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治
資

金
監
査
人
の
登
録
を
抹
消
し
た
者
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
八
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

氏

名

抹
消
年
月
日

抹
消
事
由

七
九
二

阿
部

成
孝

二
四
、
一
一
、
一
五

政
治
資
金
規
正
法
第
十
九
条
の
二
十
三
第
一
項
第
一
号

一
三
三
〇

竹
田

良
美

二
五
、

一
、
二
二

本
人
か
ら
の
申
請

二
五
〇
五

羽
根
淵
陽
子

二
五
、

一
、
二
二

本
人
か
ら
の
申
請

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
八
号

政
治
資
金
規
正
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
自
治
省
令
第
十
七
号
）
第
十
四
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
登

録
政
治
資
金
監
査
人
証
票
を
亡
失
し
た
旨
の
書
面
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
五
年
二
月
八
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

氏

名

登
録
政
治
資
金
監

査
人
証
票
の
番
号

亡
失
年
月
日

二
七
八
二

松
尾

友
平

二
八
三
〇

二
五
、

一
、
一
五

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
九
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治

資
金
監
査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を
次
の
と
お
り
公
告
す

る
。平

成
二
十
五
年
二
月
八
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

登
録
年
月
日

氏

名

四
三
四
九

二
五
、

一
、
二
五

西
田

和
喜

四
三
五
〇

二
五
、

一
、
二
五

木
山

文
雄

四
三
五
一

二
五
、

一
、
二
五

奥
谷

博
文

四
三
五
二

二
五
、

一
、
二
五

永
井
翔
太
郎

四
三
五
三

二
五
、

一
、
二
五

橋
本

勉

〇
法
務
省
告
示
第
五
十
三
号

長
野
市
役
所
保
存
の
次
の
除
籍
が
滅
失
し
た
た
め
、
こ

れ
を
再
製
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
次
に
掲
げ
る
者
は
、

平
成
二
十
五
年
三
月
八
日
ま
で
に
、
同
市
長
に
対
し
て
、

次
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

当
該
除
籍
に
関
係
の
あ
る
戸
籍
の
届
出
、
報
告
、
申

請
、
請
求
若
し
く
は
嘱
託
を
し
、
又
は
戸
籍
に
記
載
を

要
す
る
書
類
を
提
出
し
た
者
は
、
そ
の
事
項
を
更
に
申

し
出
る
こ
と
。

二

前
項
に
掲
げ
る
除
籍
の
謄
本
、
抄
本
又
は
除
籍
に
記

載
し
た
事
項
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
現
に

所
持
す
る
者
は
、
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
。

注

意

一

申
出
は
、
口
頭
で
も
差
し
支
え
な
い
。

二

申
出
の
手
続
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
長
野
市
役
所
又
は
長
野
地
方
法
務
局
に
照
会
す
る

こ
と
。

平
成
二
十
五
年
二
月
八
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

長
野
県
上
水
内
郡
古
里
村
大
字
下
駒
澤
四
百
七
番
地

寺
島

元
俊

š
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